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次号予告 第 58巻　第 3号（3月号）

特集　AI とともに育つ医療―小児医療の新しいかたち―
序―小児科医と AIの未来 ……………小 林 茂 俊
総論（Overview）
小児科医が知っておきたい AIリテラシー
　…………………………………………渡 邊 祐 介
AIが再編する小児医療の関係性―医師・
　保護者・子ども，そして AI技術 …江 間 有 沙
診療支援（Clinical Applications）
問診・診断支援―小児特有の疾患に対して
　…………………………………………賀 藤 　 均
AI治療学が切り拓く小児医療の未来
　…………………………………………小 口 真 司
対策ができない理由を乗り越える
　ための AI技術 ………………………大野美喜子
AIの専門分野での具体的取り組みと将来
遺伝・ゲノム分野 ……………………要 　 　 匡
埼玉県 AI救急相談における
　小児事案の特徴 ……………………守 谷 　 俊
AI時代における感染症診療の実際
　―咽頭所見，グラム染色，敗血症
　早期警告システムを中心に ………内 藤 俊 夫
小児循環器分野における AI ………植 田 由 依

小児放射線診断における AI
　（人工知能）の利用―現状と展望
　　………………………………………酒 井 晃 二
新生児医療における AIを用いた
　臨床的意思決定支援 ………………米 田 康 太
障害児・医療的ケア児支援における
　AI/MLの利用 ……………………中 村 知 夫
児童精神分野 …………………………高 橋 謙 造

研究支援（AI in Pediatrics Research）
医療ビッグデータ：システム構築と
　AI活用 ………………………………中 島 直 樹
プロトコール作成から論文執筆まで
　―生成 AIを「研究の加速装置」として
　使いこなす ……………………………大 塚 篤 司
医薬品開発―創薬から治験までの活用
　…………………………………………奥 野 恭 史
教育・研修（AI in Medical TrAIning）
シミュレーション教育と eラーニング
　での活用 ………………………………藤 倉 輝 道
若手医師による AI実践

 小児科専攻医による生成 AI活用の
　実践 …………………………………岡 本 　 賢
 臨床現場による AI実践例 …………福 家 良 太

「小児内科」特集案内 定価

第 57巻 第 2号　（2025年 2月）　小児の頭痛 （3,190円）
 第 3号　（2025年 3月）　漢方で支える子どもの QOL （3,190円）
 第 4号　（2025年 4月）　外来診療・診断のピットフォール（増大号） （6,600円）
 第 5号　（2025年 5月）　いま話題の 5歳児健康診査を詳しく学ぶ （3,190円）
 第 6号　（2025年 6月）　小児科医が知っておきたい産科の基礎知識 （3,190円）
 第 7号　（2025年 7月）　入門！ アタッチメントと小児期逆境体験を知る （3,190円）
 第 8号　（2025年 8月）　常在微生物叢と小児疾患～腸内細菌叢の先にあるもの～ （3,190円）
 第 9号　（2025年 9月）　On-the-Job Trainingのコツ―後輩にどう教える？ （3,190円）
 増刊号　（2025年 9月）　症例から学ぶ！ 小児臨床超音波 （11,000円）
 第10号　（2025年10月）　小児科医が知っておきたいリウマチ・膠原病の知識と実践 （3,190円）
 第11号　（2025年11月）　小児がん診療の新展開 （3,190円）
 第12号　（2025年12月）　小児科医が診る神経発達症：小児科臨床と発達支援のクロスオーバー （3,190円）
第 58巻 第 1号　（2026年 1月）　未来を育む：青少年を支えるスポーツ医学 （3,190円）

上記のご注文ならびに在庫照会は下記までご連絡下さい。価格は消費税 10％を含みます。
東京医学社（営業部）　〒112‒0006　東京都文京区小日向 4‒5‒16
TEL 03‒5810‒1628　FAX 03‒5810‒1629　E‒mail：hanbai@tokyo‒igakusha.co.jp
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